
 県民生活・男女共同参画課

１　総　括１　総　括１　総　括１　総　括

【参　考】　女性相談支援センターにおける相談及び一時保護の状況【参　考】　女性相談支援センターにおける相談及び一時保護の状況【参　考】　女性相談支援センターにおける相談及び一時保護の状況【参　考】　女性相談支援センターにおける相談及び一時保護の状況

○相　談○相　談○相　談○相　談

・相談件数の推移

○一時保護○一時保護○一時保護○一時保護

・平成２４年度の相談件数は、1，４５３件で、前年度に比べ７１件減となった。

・主訴別では、夫等からの暴力に関する相談が５３２件と最も多く、総件数に占める割合は３６．６％となっている。

・一時保護世帯は８７世帯、うちＤＶを理由とする保護は６７世帯となっており、同伴児・者は７１名で、

　小学生以下の子どもが６１名で約８６％を占めている。

・ＤＶ被害者の年齢は３０歳代、４０歳代が多く、６０歳以上の被害者も増えている。

第２次「高知県ＤＶ被害者支援計画」　平成２４年度進捗状況の概要第２次「高知県ＤＶ被害者支援計画」　平成２４年度進捗状況の概要第２次「高知県ＤＶ被害者支援計画」　平成２４年度進捗状況の概要第２次「高知県ＤＶ被害者支援計画」　平成２４年度進捗状況の概要

○第2次計画の初年度であり、関係機関との連携や、一時保護所退所後のフォローアップの強化などに取り組ん
だ。

　　※１　県の広報誌、テレビ、ラジオ等、様々な媒体を活用し、女性相談支援センターの周知県の広報誌、テレビ、ラジオ等、様々な媒体を活用し、女性相談支援センターの周知県の広報誌、テレビ、ラジオ等、様々な媒体を活用し、女性相談支援センターの周知県の広報誌、テレビ、ラジオ等、様々な媒体を活用し、女性相談支援センターの周知を行った。

　　※２　一時保護では、警察や民間団体等と連携警察や民間団体等と連携警察や民間団体等と連携警察や民間団体等と連携し、迅速な保護や広域の保護体制広域の保護体制広域の保護体制広域の保護体制を整備し、
　　　　被害者の安全を確保した。

　　※３　一時保護中は、心理ケア担当者による心のケアや、専門機関によるカウンセリングによる心と体の心理ケア担当者による心のケアや、専門機関によるカウンセリングによる心と体の心理ケア担当者による心のケアや、専門機関によるカウンセリングによる心と体の心理ケア担当者による心のケアや、専門機関によるカウンセリングによる心と体の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回復回復回復回復を支援し、また、退所後の被害者についても、定期的に家庭訪問退所後の被害者についても、定期的に家庭訪問退所後の被害者についても、定期的に家庭訪問退所後の被害者についても、定期的に家庭訪問を行う等、自立への支援を行った。

○相談、一時保護件数は共に横ばい傾向○相談、一時保護件数は共に横ばい傾向○相談、一時保護件数は共に横ばい傾向○相談、一時保護件数は共に横ばい傾向にあるが、発達障害や精神不安定など慎重な対応が必要なケースが増加
しており、今後も広範な関係機関との連絡調整、見守りやケアがますます必要今後も広範な関係機関との連絡調整、見守りやケアがますます必要今後も広範な関係機関との連絡調整、見守りやケアがますます必要今後も広範な関係機関との連絡調整、見守りやケアがますます必要となると思われる。

　　※４　第2次計画の重点課題である「地域での見守りの体制づくり」で、「ブロック別関係機関連絡会議」を「ブロック別関係機関連絡会議」を「ブロック別関係機関連絡会議」を「ブロック別関係機関連絡会議」を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施し、見守りのネットワークづくりに取り組み実施し、見守りのネットワークづくりに取り組み実施し、見守りのネットワークづくりに取り組み実施し、見守りのネットワークづくりに取り組み、市町村の担当者や、社会福祉協議会、民生委員・児童
　　　　委員等との連携を強化した。

232 331 322 381 459 632 579 532

1074 1130 1166
1357 1142 999 945 921

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

ＤＶ以外の相談
ＤＶに関する相談

・一時保護所入所者数の推移

２　主な取組の進捗状況２　主な取組の進捗状況２　主な取組の進捗状況２　主な取組の進捗状況
実行（D) 評価（C) 改善（A)　　　　

・アウトプット(結果）
　インプット（投入）により具体的に現れた形
・アウトカム（成果）
　アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変
化

実施後の分析、検証
H25年度実施計画
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 人権啓発センターテレビＣＭ　３社　３６回
ラジオ番組　３回
ソーレスコープ記事掲載　１回
啓発用ポケットティッシュ　１００００個
相談カード作成、配布　１９０００枚
啓発シール作成、配布　５０００枚
電車広告　女性に対する暴力をなくす運動期間
中11/19～25

広報を継続していくことにより、啓発が推
進している。

   広報広聴課、人権啓発センター等、活
用させもらえる広報媒体を活用して、繰り
返し広報を続ける。
さんSUN高知/テレビ・ラジオ/人権啓発セ
ンターＣＭ/ソーレスコープ

※２　警察等と連携した※２　警察等と連携した※２　警察等と連携した※２　警察等と連携した
安全の確保安全の確保安全の確保安全の確保

・連絡会の実施　　1回
・警察職員への研修　　3回

・緊急時の対応がスムーズにできる
ようになった

・連絡会の実施
・警察職員への研修

※２　県域を越えた広域※２　県域を越えた広域※２　県域を越えた広域※２　県域を越えた広域
での保護体制の整備での保護体制の整備での保護体制の整備での保護体制の整備

・県外の民間シェルターへの保護　1件
・他県の婦人相談所への情報提供　1件

・被害者の安全確保ができた ・民間シェルター等との連携

※３　専門機関との連携※３　専門機関との連携※３　専門機関との連携※３　専門機関との連携
による心の健康の回復による心の健康の回復による心の健康の回復による心の健康の回復
支援支援支援支援

・メンタルヘルスの実施　　　29名
・民間研究所でのカウンセリング　3名

・外部のカウンセラーとの面接によ
り、不安等を取り除くことができた

・民間団体のカウンセラー等によるメ
ンタルケアの実施（毎金曜日）
・退所後の個別カウンセリングの実施
（随時）

※３　心理ケア担当によ※３　心理ケア担当によ※３　心理ケア担当によ※３　心理ケア担当によ
る心の健康回復支援る心の健康回復支援る心の健康回復支援る心の健康回復支援

・心理教育、リラクゼーション　62回 ・相談者の心の健康が回復した
・心理教育、リラクゼーションを引き続
き実施

※３　配偶者暴力相談※３　配偶者暴力相談※３　配偶者暴力相談※３　配偶者暴力相談
支援センター等による支援センター等による支援センター等による支援センター等による
退所者へのフォローアッ退所者へのフォローアッ退所者へのフォローアッ退所者へのフォローアッ
プの充実プの充実プの充実プの充実

・就労、職業訓練につないだ
・サポーターの支援による生活の安定
支援人数58人
・民間機関カウンセリング　　3人

自立した生活がおくれている被害者
がいる一方、収入が少なく経済的自
立が困難な者も少なくない

・経済的自立に向けて、就労・訓練に
つなぐ
・生活サポーターによる生活の安定
のための支援の継続

※４　ブロック別関係機※４　ブロック別関係機※４　ブロック別関係機※４　ブロック別関係機
関連絡会議を通じた連関連絡会議を通じた連関連絡会議を通じた連関連絡会議を通じた連
携強化携強化携強化携強化

  ・ＤＶ被害者を地域で見守る環境づくりを進める
ため、市町村、社会福祉協議会、民生・児童委員
などで構成するブロック会議を開催した。
   ・ 幡多ブロック　35名
　・香美市・香南市・南国市ブロック　42名

・関係機関との連携が図られ、講演やケーススタ
ディにより、関係者のＤＶに対する正しい理解と

・庁内をはじめとして福祉部門との連携が
弱い。特に、市町村の福祉担当課や各種
福祉団体とのつながりがなかったが、ブ
ロック会出席団体とのつながりができた

・未開催地域との情報の差ができないよ
う、残りのブロックの早期開催が必要

  ・ＤＶ被害者を地域で見守る環境づくり
を進めるため、市町村、社会福祉協議
会、民生・児童委員などで構成するブロッ
ク会議を開催する。（５ブロック）
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※１　県の広報紙、テレ※１　県の広報紙、テレ※１　県の広報紙、テレ※１　県の広報紙、テレ
ビ、ラジオ、ホームペービ、ラジオ、ホームペービ、ラジオ、ホームペービ、ラジオ、ホームペー
ジ等多様な広報媒体をジ等多様な広報媒体をジ等多様な広報媒体をジ等多様な広報媒体を

活用した周知活用した周知活用した周知活用した周知

・ＤＶ被害者の年齢は３０歳代、４０歳代が多く、６０歳以上の被害者も増えている。
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ＤＶ以外による入所

ＤＶによる入所
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